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中学部 1年 作業学習 学習支援案 

１ 単元名「畑をきれいにしよう」 

２ 単元目標 

  ・作業内容が分かり，自分で動くことができる。 
３ 単元計画 

  ・年間の作業学習の中で，畑の手入れや清掃活動を定期的に行う。 
 （１学期）作業内容を知る。道具の使い方を覚える。一人でもしくは支援を受けながら作業を行う。 
 （２学期）自分の作業内容が分かる。取り組む時間が長くなる。一人で動く姿が増える。 
 （３学期）自分の作業内容にすぐ取りかかれる。一人で動き，作業をすすめるようになる。時間いっぱい落ち着いて作業に取り組める。 

４ 生徒の実態と目標 

生徒 一年間でめざす姿 単元についての実態 単元の目標 本時の目標 支援方法 評価の観点 

 

A 
さ

ん 

・経験したことや見聞きした

ことを言葉やその他の表現

手段で伝える。 

・簡単な仕事や手伝いを持続

して取り組むことができる。 

・身近なものの名前，数，時

計の理解を高め，それを日常

生活に生かす。 

・友だちを意識して一緒に活

動に取り組むことができる。 

・軍手つけや手が汚れることを嫌が

り衣服の付着物なども気にする。 

・清掃活動の内容は理解できている

が，自分なりに決めた方法や場所，

手順にこだわる。 

・短い時間なら集中して取り組むこ

とができる。 

・苦手な友だちの存在や声に反応し

て活動が滞ることがしばしばある。

・道具の準備や清

掃，片付けなどをで

きるだけ自主的に

行い，援助なしでや

り遂げることがで

きる。 

・清掃の手順を覚え

る。 

・「清掃する」とい

う目的意識を持っ

て活動する。 

・雑草や落ち葉を箒で

集め，ザルで運ぶ活動

を一人でできる。 

 

（目印） 

  
 

・落ち葉を集める場所に目印を置

く。 

・活動の流れを図や写真で示す。

 

・担当区域の清掃を

一人で全てできた

か。 
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生徒 一年間でめざす姿 単元についての実態 単元の目標 本時の目標 支援方法 評価の観点 

B
さ

ん 

・集団での活動や作業に参加

することができる。 

・簡単な活動や作業において

集中して取り組む時間が伸

びる。 

・新しい場面に弱く，５月は畑に来

るだけでも授業時間の大半を費や

した。６，７月と畑での活動を繰り

返し体験するにつれ作業場面に慣

れ，畑に居られる時間が長くなって

きた。 

・箒で落ち葉を掃き集めザルに入れ

る作業は難しいが，箒やザルを持つ

ことは慣れてきた。 

・作業する時間が長

くなる。 

・作業内容を理解

し，自分の担当の作

業ができる。 

・ザルを持って，バケ

ツや堆肥場まで運び，

捨てることができる。

・ザルを運ぶ動線を分かりやすく

し，指差しの支援で自分で行くこ

とができるようにする。 

・一仕事できたごとに賞賛し，シ

ールを貼り意欲を持てるように

する。 

  

・一定の時間，ザル

をバケツや堆肥場

まで一人で運び，捨

てることができた

か。 

C 
さ

ん 

・落ち着いて学校や家庭で行

動できる社会性を身につけ

る。 

・更衣，節食，移動などの身

辺自立する力を伸ばす。 

・机上学習に集中する時間を

少しずつ伸ばす。 

・落ち葉を箒で集める作業は難しい

が，集められたザルの落ち葉を運ぶ

ことができる。 

・興味のない活動には集中する時間

が短い。 

 

・集められた落ち葉

をザルで運ぶ作業

をできるだけ一人

で行う。 

活動→休憩→活動

というパターンが

定着し，少しでも見

通しを持って活動

に取り組むように

なる。 

・できるだけ一人でザ

ルを運ぶ回数が増え

る。 

 

 

・ザルを運ぶ動線を視覚的に分か

りやすくする。 

・３回運んだら休憩する。 

・具体物で活動の流れを示す。 

  

・できるだけ一人で

作業できたか。 

・何回運んだか。 

 

D 
さ

ん 
 

・集中して学習に臨むことが

できる。 

・離席や奇声を減らす。 

 

・意欲的に活動に取り組むことが少

ない。 

・落ち葉を掃き集める，ザルで運ぶ，

バケツに入れるといった一連の清

・できるだけ声かけ

なしに自分で作業

服を着て，軍手をは

め，箒やザルを持っ

・決めた作業回数を，

できるだけ一人で行

う。 

・作業回数のチェック表を準備

し，自分で記入するようにする。

  

 

・支援者の声かけな

しに，自分で作業に

参加できたか。 

・回数をチェック表
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D 
さ

ん 
 

掃活動の流れは理解している。 

 

て作業に参加する。

・回数をチェック表

で確認し，目標とし

た作業回数をこな

す。 

で確認し，目標とし

た作業回数をこな

すことができたか。 

E 
さ

ん 

・「一人でできた」や「成功

した」という達成感を味わい

自ら取り組む活動を増やす。 

・自分から決められた仕事に

取り組むことができる。 

 

・箒で落ち葉を掃き集め，ザルにと

って捨てることができる。 

・マイペースで仕事を行う。短い時

間なら集中することができる。 

・難しそうなことや予定にないこと

は，やりたがらない。 

・作業内容や道具の

使い方が分かり，準

備から片づけまで

一人で行うことが

できる。 

・身振りやカードで

困った時や終了の

報告ができる。 

・時間一杯，一定の

ペースで作業がで

きる。 

・落ち葉を箒で集め，

ザルで運ぶ活動を一人

でできる。 

・時間一杯作業ができ

る。 

（がんばりカード） 

  

 

 

 

 

・担当区域を視覚的に分かりやす

くし，がんばりカードを作る。 

・落ち葉を集める場所に目印を置

く。 

 
 

・一人で担当区域を

きれいにできたか。 

・時間一杯活動し，

何回ザルを運べた

か。 

困った時や終了の

報告ができたか。 

F 
さ

ん 

・見通しを持ち，落ち着いて

作業に取り組むことができ

る。            

・やり遂げる経験を積み，達

成感を味わうことができる。 

・飛行機を見る，運動場の遊具で遊

ぶ，土を触ることが好きである。 

   

・作業内容や手順を

知り，取り組むこと

ができる。 

・ザルに入った落ち葉

を捨てに行くことがで

きる。 

・落ち葉を入れたザルを置いてお

くことで自分がすることが視覚

的にはっきりと分かるような場

の設定をする。 

・１つザルを運んで捨てたらマグ

ネットを置くツールで作業の見

通しが立つようにする。 

・支援者と一緒にザ

ルを捨てに行くこ

とができたか。 
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生徒 一年間でめざす姿 単元についての実態 単元の目標 本時の目標 支援方法 評価の観点 

G 
さ

ん 

・様々な活動や作業に見通し

を持って，落ち着いて取りく

むことができる。 

・絵や写真カードを指差して

行きたいところを伝える。 

・その時の情緒によって，また自分

の思いがスムーズに通らないこと

があると，活動できなくなったり，

人にこだわったりすることがある。

落ち着いていれば，周囲の様子を見

て，箒やザルを持って作業場所へ行

き，作業を開始し，ぎこちないが箒

で落ち葉を掃き集め，ザルにとって

捨てることができる。 

・活動にスムーズに

参加することがで

きる。 

・清掃の手順を覚

え，担当区域を離れ

ず，一人で活動でき

る時間を増やす。 

・支援者の声かけをで

きるだけ受けずに箒で

落ち葉を集め，ザルで

運ぶ活動ができる。 

・時間一杯活動できる。

・作業開始前の情緒の安定を図

り，移動・準備をスムーズに行う

よう配慮する。 

・作業手順と担当区域を視覚的に

分かりやすくし，作業しやすい場

の設定を行う。 

  

・落ち葉を集める場所に目印を置

く。 

・作業にスムーズに

参加できたか。 

・一人で箒とザルを

使うことができた

か。 

・できるだけ声かけ

を受けずに，時間一

杯作業ができたか。 

H 
さ

ん 

・見通しを持って学習に参加

し，集中して学習に臨むこと

ができる。 

・時間を意識して活動ができ

るようになる。 

・支援者の声かけにより，作業をス

タートできる。 

・気持ちがあちこちに行きがちなの

で，声かけ等で意識を持続させる必

要がある。 

・最後まで集中し

て，作業を継続する

ことができる。 

・時計で時間を確認し

ながら，一人で最後ま

で続ける。 

・時計を準備し，休憩や終了の時

間を解りやすくしておく。 

  

・最後まで作業を継

続することができ

たか。 

I 
さ

ん 
 

・日常的な活動の流れを理解

し見通しを持って自分で活

動を始めることができる。 

・作業の内容・目的・手順は言語指

示でほぼ理解できる。 

・掃き集めて捨てることはできる

が，量の加減の理解は難しい。 

・道具の使い方にまだ慣れていな

い。 

・自主的に作業を始

め，作業が終わった

ら後片付けをきち

んとすることがで

きる。 

・できるだけ自分で作

業の準備や片付け，更

衣などを行うことがで

きる。 

・清掃作業に慣れ，集

中して取り組むことが

できる。 

・チェック表を用いて自分がした

仕事量を明確にする。 

  

・声かけなしに作業

の準備や片付けや

更衣ができたか。 

・集中して取り組む

ことができたか。 
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J 
さ

ん 

・休憩と活動の切り替えがで

き，集団での活動に参加して

作業や学習ができる時間を

増やす。 

・更衣，食事，移動などの身

辺自立の力を伸ばす。 

 

・休憩と活動の切り替えや集団での

活動に参加することが難しい場合

がよくある。 

・気分が向けば，やり方のわかる簡

単な活動に取り組むことができる。

・集めた落ち葉の入ったザルを運

び，バケツや堆肥場に捨てることが

できる。 

・休憩と活動の切り

替えができる。 

・ザルを運び，決め

られた場所に捨て

ることができる。 

・作業の継続時間や

回数を増やす。 

・休憩と活動の切り替

えができる。 

・ザルを運び，捨てる

ことができる。 

・作業の継続時間や回

数を増やす。 

・担当区域やザルに写真を貼る。

・ザルを運ぶ動線を分かりすく

し，誘導や指差しで自分から行け

るようにする。 

 

・支援者がザルに落ち葉を集めて

入れる間少し休憩できるように

する。８回を目標とする。 

 

 

・支援者の声かけな

どを受け入れて活

動を始め，継続する

ことができたか。 

・できるだけ一人

で，ザルに入った草

を８回捨てに行く

ことができたか。 

生徒 一年間でめざす姿 単元についての実態 単元の目標 本時の目標 支援方法 評価の観点 
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Ｋ 
さ

ん 
 
 
 
 
 

・支援者の指示を受け入れ，

ルールや決まりを守って集

団活動に積極的に参加する

ことができる。 

・発語で伝わらなかった時

に，ジェスチャーや具体物の

提示など他の手段を自分で

考えて伝えることができる。 

・気分によって意欲の変動が大き

い。よく取り組めていても，少し疲

れたり飽きるとやめてしまうこと

がある。 

・作業場所の変更や活動の区切りを

受け入れにくいことがある。 

・自分にかまってもらいたい思いか

ら，わざと不適切な行動をとること

がある。 

 

 

・できるだけ声かけ

を受けず，一人で作

業を行うことがで

きる。 

・時間一杯作業をす

ることができる。 

・困った時や終了の

報告を支援者に伝

えることができる。

・少ない声かけで一人で

作業を行い，自分の担

当分を終えることができ

る。 

・困った時や終了の報告

ができる。 

（がんばりカード） 

 

・落ち葉を視覚的に見つけやすく

しておく。 

・自分の担当区域に目印を置いて

おく。 

・がんばりカードを用いて自分が

した仕事量を明確にする。 

・担当区域を全部終

えることができた

か。 

・困った時や終了の

報告ができたか。 

 

５ 本時の流れ(別紙) 

   ○月○日 ○曜日 ○○：○○ ～ ○○：○○（○時限目）   
・本時の目標（全体）  ・・・ザルやほうきを使って雑草や落ち葉の清掃活動をすることができる。 
・本時の支援方法（全体）・・・ 担当区域や作業内容を視覚的に分かるようにする。 

場の動線をシンプルにし，視覚的に分かりやすくする。  
生徒の仕事ぶりをほめ（他者評価），チェック表やがんばり表で自分の仕事の成果をふり返る（自己評価）ようにする。 

６ 場の設定 

  ・詳細図は当日に配布をします。   

※ 当日の清掃場所の状況により，活動場所が変更になることがあります。 

（予定）○中学部畑うねの間…I・F・A・C   ○駐車場側周辺…K・H・G・D  ○中学部うねの端…B・E・J  

               



配時 学習の流れ

（作業棟端）

13:30 ・はじめの挨拶

・作業内容を聞く  [理]運ぶ回数を決め、 　[技]ザルに草を入れて 　[理]作業内容と区域を確認 　[理]がんばり表を提示する

　 図や表に示しておく ［意］帽子と軍手は嫌 　担当区域に置いておく 　　する  [理]担当区域を紐で 　　提示する

・自分の道具を  [理]作業の手順を写真 　がれば無理をしない 　ザルを３つ用意しておく 　　　囲み分かりやすくする ［環］ザルに落ち葉

 とる 　 で提示しておく ［意］手につけるミトンを 　を入れて担当区域

・自分の担当 　用意する 　　　　　　　　　　　　　　
　区域に移動 　［技］落ち葉を集める

　する  [理]ザルを置く場所に ［環］落ち葉を集めて入れた 　　　   場所に目印をおく

　   マークをしておく 　ザルをわたす ［環］ザルへ誘導する。 　　　［技］草を集める場所に目 [理]ザルの写真を見

　　　　印を置く　 　 　せ置いてある場所

　 　に誘導する

(畑やその周辺） 　[理]迷っていたら指差しで ［環］堆肥場を指示する ［意］順調な時はほめる [理]ザルの取っ手に

・清掃作業を 　　示す 　進まない時は前に立つ 　印をつけておく

　行う ［技］困っている時など

　表情や様子に注意する

［意］できたら大いにほめる 　　　　　　　　　　　　

  ［環］捨てる場所は事前に [技]一仕事終えたら賞賛 ［環］ザルを指示する。 　 　

　      写真で示しておく 　し、疲れ具合を見て休憩 ［意］３回して休憩という 　 [理]迷っていたら声

  ［環］した回数が分かるよ 　する パターンを２回繰り返す 　 かけや指差しで示す

13:55 ・道具の片づけ 　   うに洗濯バサミで止める 　[理]作業終了が分かる

　をする 　   ようにする 　ようにお茶を飲む

［意］道具置き場まで

・長靴を上靴に 　　　誘導する　　 ［意］できたら大い

　履きかえる ［環］用具名は学習しておく ［環］靴の脱ぎ履きを ［環］場所の指定を明確 　にほめる

［環］場所は明確にしておく 　　部分的に支援する　 　にしておく

　　　　（教室）

14:10 ・がんばりシール 　[理]場所に誘導する 　[理]場所に誘導する [理]場所に誘導する

　をもらう

14:20 ・終わりの挨拶

学　習　活　動　及　び　支　援　方　法

　[理]がんばり表を

Ａさん（Ｔ１）

本時の目標

Ｅさん（T4）Ｄさん（T３）

○ザルを持って、堆肥場かバケ
ツまで運び、捨てることができる

　[理]道具置き場に誘導する

５．本時のながれ　　○月○日（ ○ ）○：○～○：○(○時限目）場所：○○○/○○○

○ザルに入った落ち葉を捨
てに行くことができる

Ｆさん（T5）
中学部１年　単元名「畑をきれいにしよう」

○できるだけ一人で運ぶ回
数が増える

○できるだけ一人で行う
○箒とザルを使って一人で清掃
作業ができる

Ｃさん（Ｔ１）Ｂさん（Ｔ２）

○落ち葉を箒で集め、ザルで
運ぶ活動を一人でできる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[環]環境面への支援　　　[理]理解面への支援　　　[技]技能面への支援　　　[意]意欲面への支援　　　

　　に置いておく　

自分が使うザルをとり、
支援者に渡す

　ザルの落ち葉を捨てる

落ち葉を入れたザルを堆
肥場に運ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長　靴　を　脱　い　で　上　靴　に　履　き　替　え　る　→　教　室　に　も　ど　る

　　　　　　　　集　合　場　所　に　集　ま　り　、　は　じ　め　の　挨　拶　を　す　る　→　今　日　の　作　業　内　容　を　聞　く

自分が使うザルと箒を
取る

草がたまったら堆肥場に
ザルを運び、落ち葉を捨
てる

使った道具を、指定され
た場所に持っていく

自分が使うザルと箒を
取る

マークの場所にザル
を置き、落ち葉を集め
入れる

落ち葉を入れたザル
を堆肥場に運ぶ

自分の使ったザルと箒
を片づける

落ち葉の入ったザル
のところに行く

ザルをバケツまで運
んで捨てる

戻ってまたザルの落
ち葉を捨てる

ザルを支援者と片付
ける

自分が使うザルと箒
を取る

ザルの落ち葉をバケ
ツに捨てに行く

チェック表にチェック
し作業回数を確認す
る

自分の使ったザルと
箒を片づける

　自分が使うザルを
取る

　ザルの落ち葉を捨
てる

落ち葉を入れたザル
を堆肥場に運ぶ

落ち葉を集める

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が ん ば り シ ー ル を も　ら　う → 終 わ り の あ い さ つ を す る

自分の使ったザルを片
づける

がんばりカードを裏返
し、作業回数を確認す
る

箒で落ち葉を集め、ザ
ルに入れる
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13:３0 ・はじめの挨拶

　［理 ]担当区域を確認する ［理］作業内容と区域 ［意］がんばり表を提示す ［技］写真を貼ったペットボト 　［意］がんばり表を提示する

・作業内容を聞く 　　　　　図や表に示しておく 　　を確認する 　る(マグネットを用いる） ルと落ち葉を入れたザル

　［意］分かりやすく作業しや を担当区域に置いておく

・自分の道具を 　　　　すい場所を設定する 　[環]堆肥場までの動線が ［理］担当区域を確認する

　取る 　分かりやすい区域を設定 ［意］取りかかりの様子を見て

・自分の担当区 ［意］取りかかりの様子を 　する 　　必要な場合声をかける

　域に移動する 　［技］落ち葉を集める場所 　　 　　見て声をかける ［意］帽子、長靴、軍手は嫌 ［意］励ましや賞賛の声をかけ

　　　　に目印をおく 　［技］落ち葉を集める場所に ［意］声かけは少なくする 　がれば無理をしない 　　　るなどしてがんばる姿を

　目印を置く ［意］励ましや賞賛の声を 　　　見ていることを伝える

　かける

　［理］堆肥場へ誘導する ［意］いたずらやわざと不適切

　　　な行動をしても、受けなが

(畑やその周辺） ［技］回数をチェックして 　　　し、気分が仕事に向かう

・清掃作業を行う 　　確認するようにする ［意］仕事の進行具合を 　　　やりとりをする

　［意］順調な時はほめる 　がんばり表で確認する

　[環]作業を始めない原          　　　↓ ［意］ザルに入れてもらう

　　因があれば、早めに ［意］仕事の最後はがんば 間を少しの休憩とする ［意］「疲れた」と言ってきた

13:55 ・道具の片づけ 　　対処する ［意］「終わり」の合図で自分 　りを促し、励ます [理]ザルを指差し促す 　　ら休憩をとる

　をする の道具を片づけたらほめる ［意］８回を目標とする。様子 ［意］様子を見て声をかけ、

・長靴を上靴に 　[理]軍手など自分の物以 　を見て、意欲があれば　 　　作業再開を促す

　履きかえる 　　外の物も片付けるよう 　時間一杯取り組む

　　　　（教室） 　　促す ［意］できたらその度にほめる

14:10 ・がんばりシール

　をもらう

14:20 ・終わりの挨拶

○できるだけ声かけを受けず
に箒とザルを使って畑の清掃
活動に取り組むことができる

○箒とザルを使って清掃作業に
取り組み、場所を離れずに作業
することができる

○できるだけ自分で作業の
準備や片づけ、更衣などを
行う　○清掃作業に慣れ、集
中して取り組むことができる

Ｈさん（T３）

　　　　　　○月○日（○ ）○：○～○：○(○時限目）場所：○○○　○○○

Ｊさん（　T４　） Ｋさん（T２）

　　　［環］環境面への支援　　　［理］理解面への支援　　　［技］技能面への支援　　　［意］意欲面への支援　　　

学習活動及び支援方法

本時の目標

Ｇさん（T３）
○落ち葉を入れたザルを持っ
て、堆肥場まで運び、捨てるこ
とができる　○休憩と活動の切
り替えができる

○時間いっぱい、少ない声かけ
で、一人で作業を行うことができ
る　　　○簡単な状況や終了報告
ができる

Ｉさん（T５）　　

　　　　　　　　　　　集合場所に集まり、　はじめの挨拶をする　　→　今日の作業内容を聞く

　　　　　　　　　　　　　集　合　場　所　に　集　ま　り　、　終　わ　り　の　あ　い　さ　つ　を　す　る

自分が使うザルと箒を
取る

草がたまったらバケツに
ザルを運び、草を捨てる

使った道具を指定された
場所に持って行く

自分が使うザルと箒を
取る

箒で落ち葉を集め、ザ
ルに入れる

落ち葉がたまったらバ
ケツにザルを運び、落
ち葉を捨てる

使った道具を、指定さ
れた場所に持っていく

自分が使うザルと箒を
取る

落ち葉がたまったら
堆肥場にザルを運
び、草を捨てる

使った道具を指定さ
れた場所に持って行く

自分が使うザルと箒を
取る

箒で落ち葉を集め、ザル
に入れる

落ち葉がたまったらバケ
ツにザルを運び、落ち葉
を捨てる

使った道具を指定され
た場所に持って行く

　　　　　　　　　　　　　　長　靴　を　脱　い　で　上　靴　に　履　き　替　え　る　→　教　室　に　も　ど　る

自分のザルを取り、落
ち葉を堆肥場に捨てる

戻ってザルを支援者に
渡し、落ち葉をザルに
入れてもらったら捨てに
行く

ザルを支援者と片づ
ける

53


